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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
格付けのイメージとなります。

レベル感の説明は、セキュリティ被害は、取引先や、最終的には社会へ影響を及ぼすことを想定して
基準付けしております。
また、多く存在するガイドライン等も、一般的な基準や業界特有の基準等を定めるようにしております。

注目ポイントとしては、これらの対応を判断する場合には「自己宣言」や「第三者の認証」が必要とされることです。
このことは、自社でしっかりと対応状況を把握しないと「確認する定義」を判断できないことにつながります。

まだまだ検討段階ではありますが、サイバセキュリティ対策は「社会的責任」でもありますので
改めて自社の取組を整理する事も必要です。
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